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はじめに

　2019年のコロイドおよび界面化学討
論会は，70回目の開催となることを記念
し，国際学会“Okinawa Colloids 2019　:　An 

International Conference on Colloid & Sur-
face Science Celebrating the 70th Anniversa-
ry of the Divisional Meeting of Division of 

Colloid and Surface Chemistry, �e Chemi-
cal Society of Japan”（略称 Okinawa Col-
loids 2019）として，「Colloids for Sustain-
ability」をテーマに沖縄で開催されること
となりました。ここ数年来，本部会の役
員会などでは，「討論会を沖縄で開催す
る」という冗談なのか本気なのかわから
ないようなアイデアが温められ続けてき
ましたが，そのアイデアが 70回の記念
に合わせ，あれよあれよという間に実現
することになりました。通常の討論会は
9月に開催されますが，9月は沖縄では
台風シーズンに当たるため，開催期間は
通常とは異なる11月3～8日となります。
　Okinawa Colloids 2019の会場は，名護
市にある万国津梁館です。万国津梁館
は，沖縄屈指の景勝地である部瀬名岬の
先端に建つ，沖縄県立のリゾートコンベ

ンション施設です。2000年の「九州・沖
縄サミット」の会場としても使用された
由緒ある施設で，どこまでも青い美ら海
が一望できる，まさに最高のロケーショ
ンにあります。
　会場周辺のホテルの数は限られていま
すが，車で 15分程度の名護市街地には
各種のホテルがありますので，シャトル
バスを運行して参加者の利便性を確保す
る計画をしています。

準備の状況

　この美ら海に囲まれた最高のロケーシ
ョンで世界各国から集った参加者とフラ
ンクに交流できる素敵なイベントを目指
して，実行委員会では現在，準備を進
めています。まず Plenary Lectureは，
Debora Berti教授（University of Florence），
Vincent Craig 教授（Australian National 

University），Haeshin Lee教授（KAIST），
Orlin Velev 教授（North Carolina State 

University），米澤　徹教授（北海道大学）
という，分野の気鋭の研究者をお招き
し，最先端の研究成果をご紹介いただく
ことになっています。このほか，70回を
記念する特別講演も予定しています。
　一般研究発表は，通常の討論会での発

表分野を拡充する形で 10以上のセッシ
ョンを準備しているほか，特定のテーマ
や学際的な分野を扱う一般シンポジウム
も行われ，多彩な内容をカバーして行わ
れる予定です。さらに，沖縄の見所を回
るテクニカルツアーや交流イベントも，
随時企画していく予定です。美ら海水族
館や今

なきじんそん

帰仁村などの有名観光スポットに
も近いため，ご家族連れでの参加も検討
いただけるのではないかと思います。
　現在，実行委員および関係者が手分け
して，色々な国際学会で Okinawa Col-
loids 2019のフライヤーを配ったり，発
表の際にアピールするなどの宣伝を行っ
ています。どの会議でも関心は非常に高
く，沖縄というロケーションの人気をま
ざまざと感じており，海外から多くの参加
者を迎えられることを強く期待しています。

おわりに

　討論会の最新情報は随時公式ホームペ
ージおよび各種 SNSなどでも発信して
いく予定ですので，ぜひ定期的にチェッ
クして下さい。
https://okinawacolloids2019.chemistry.or.jp

　発表申込・参加登録は上記ホームペー
ジにて，2019年 2月から開始される予定
です。ぜひこの機会に，部会員以外の方
にも参加をご検討いただければ幸いです。
　来年11月に美ら海でお会いしましょう！

〔Okinawa Colloids 2019実行委員会　出口　茂 
（海洋研究開発機構）・石田尚之（岡山大学）〕
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